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　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　は　じ　め　に
　筆者のひとり甲藤(1952)は，かつて高知県西南部の中筋川流域に分布する海成洪積層を含む中
位段丘堆積層について報告した．
　これらの第四系の露出は，近年の道路工事や宅地造成などによって著しくよくなったので，筆者
らはこれらの地層の再調査を行なった．
　また最近，中川・寺戸(1967, 1968)は本地域の東方海岸地帯の後期第四系について発表してい
るが，筆者らは中筋川流域の中位段丘堆積層について報告するとともに，さらに中川らの研究結果
についてもふれる．
　中筋川流域の調査に当り,種々御助言頂いた中筋川小学校教諭橋田庫欣氏に厚く御礼申し上げる．
　また対比については，主に九州との関係について述べたが，満塩は九大（大学院）在籍中Ｋ大分
の岡泥層について九州大学の首藤次男助教授ならびに下関市北方の古砂丘について東京教育大学の
国分信一教授および農林省の古川博恭氏らに御案内いただいた．ここに記して厚く感謝する．
　　　　　　　　　　　ｎ　中筋川流域の中位段丘堆積層
　甲藤(1952)は，中筋川流域に分布する第四系を，貝化石・有孔虫・埋木等をふくむ泥砂層と段
丘堆積物に分け，前者を中筋層と命名した．
　しかし，一般にこれらの第四系の露出はあまりよくなかったので，20万分之１高知県地質鉱産図
　（甲藤ら,1960)では，中位段丘堆積層の比較的良好な露出地の地名をとり中筋層を戸内層と改め
たが，ここには明瞭な海成層が認められないので，この機会に地惣名をもとの中筋層にもどし，そ
の上にのる中位段丘牒層を戸内層と呼ぶことに再定義する．
　したがって本地域の中位段丘堆積層は，中筋層および戸内層よりなり，基盤の有岡層（白亜系）
の上.に不整合にのる．これらについて各分布地区ごとに説明する（第２図地質柱状図参照）.
　1.竹　石
　ここの地区には，10～20mの平坦而が最も広く分布している．
　竹石では（写真い，最上部に約30 cm の赤色化した牒層があるが，これか中位段丘棒層（戸内
層）である．この下位の地層が中筋層で，上.より１ｍは灰色の亜円棒状の細棒層であるl　さらにそ
の下位には１ｍの含棒シルト層かおり，灰青色で植物破片を多く含んでいる．
　さらに下位には70 cm の円牒状の小棒惣があり，傑種は砂岩・泥岩などであ゛る．さらにその下位
には50cm (十）の黒灰色シルト眉かおり，下記の化石を産する．
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第２図　　中位段丘堆積層地質柱状図
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　2.車　丘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀
　この地区にも10～20mの平坦面が分布する．
　宿毛農工業高校の敷地造成のさいに，本地域に分布する中筋層はほとんど大部分切りとられた
が，現在は西端の崖にわずかに露出している．
　中筋層の上位には，30 cm の黄褐色シルト，その下位には20 cm の灰青色シルトが南から北に向
って5°で傾斜している．その下部は古い崖錐堆積物で，磯は砂岩・泥岩よりなり，角～亜角磯状
で，最大磯は40 cmで中磯が卓越しており，北に向って薄くなる．部分により赤色化している所も
ある．
　上部のシルト層が傾斜して沖積平野下に没する付近で(現在学校敷地で除去); Ostrea^CTassiボｒａ)
ｇｔｇａｓThunbergの化石堆が発見された.
　3.戸　内
　この地区にも10～20mの平坦面が分布している．中位段丘堆積層は中筋層と戸内層よりなる.
　(写真２)．
　戸内層は，表面より２ｍは赤色化した半クサリの篠層で，最大磯は10 cm, 亜円磯状から円課状
の小篠でよく粒がそろい淘汰がよい．篠種は砂岩が多く，泥岩・チャートもある．これが中位段丘
欄層である．
　この下位にあるのが中筋層で，上位より30 cm は黄褐色の砂層で植物破片・炭質物を産出する．
この下位70 cmは灰白色中粒砂層で，その下位は30 cmの細磯層からなる．
　この層より下位1.2mは亜角-・･角篠状の磯層で，最大篠は50 cm で，小磯～中磯が卓越し，磯種
は砂岩・泥岩・チャートなどよりなり，基盤の有岡層の上に不整合にのる．
　この最下位の1.2mの牒層は，中筋層と区別して命名したほうがよいと思われるが，他には露出
が少ないので，現在では中筋層にふくめておく．
　４．泉ノ川
　この地区では，中筋川支流の横瀬川に面する所で，10～30mの平坦而を形成している．
　段丘構成層は上部・中部および下部に分けられ，上.部３ｍは黄褐色の半クサリ磯層でご中磯が卓
越していて，かなりよく成層しており，その上位は亜円～円磯状であり，下位は亜円磯状で，中位
段丘磯層の戸内層に属する(写真３)．
　中部は30 cmの黄褐色シルト層であり，下部は３ｍ(十)で，最大篠は10 cm の亜角磯状の中磯
層であり黄褐色を呈している．中部および下部は中筋層に対比される.
　5.有岡
　一般に露頭はよくないが，幡多信用金庫の襄では次の露出が見られる．
　70･　　　　　　　Ｊ泡区里心」翌避呈二」む旦
　表土は40 cm の褐色」ﾕで，この下に１ｍの赤褐色土かおる．この下に１ｍの磯層かおり，中磯が
卓越している．以上.は中位段丘磯節（戸内層）に属する．これより下位は中筋層で，その上位に30
cmのシルト層があり，その下に50 cm （十）の磯節がある．最大節は10 cm の中磯である．磯種
は，戸内層も本層もともに砂岩り
　6.上ノ士丿沿
　本地区には，他地区に見られない特頃な地層が極めて狭い範囲に分布している（写真５）．平坦
面は形成していない．
　層厚は全体で5.3m (十）で，シルトないし砂庖よりなり，３枚の磯層を挾み，炭質物を挾む層が
数層ある．最下部の黒色泥からは埋木片を産する．
　このような地層は他に見られないが，分布高度や層準などから考えて，おそらく中筋層の特殊な
層相を示す部分であろう．中位段丘節層は」丿立には見られない.
　7.荒　川
　厚さ５ｍで，上部１ｍは５Ｃｍ大の磯層であり，この下位には50 cm の厚さの２～３Ｃｍ大の磯層
かおり，その下部は10 cm 大の傑が３～５ｍ続いて,いる．磯程は砂岩・泥岩で，最大は40 cm で円
～亜円磯状であり半クサリ牒で黄褐色を呈している．中位段丘篠層（戸内層）に属する（写真４）．
　８．秋トシ
　具同北方の秋トシ付近では，層厚３ｍ（-０の黄褐色の半クサ･ﾘ磯層かおり，成層しておらず最
大20 cm 大の磯で２～３ｃｍの磯が卓越している．課種は砂岩・泥岩が多く，磯岩・チャートも見
られる，
　秋トシ南方の田黒でも，同様に１ｍ（十）の半クサリ磯節かおり，円節状で砂岩や泥岩磯が見ら
れる．これらはいずれも中位段丘磯層（戸内節）である．
　　　　　　　　　　　　　　　Ⅲ　海岸地域の諸問題　　，
　中川・寺戸(1967)は，本地域東方の土佐佐賀より足摺岬に至る海岸地帯の段丘堆積物を中心と
する第四系について，日本地質学会関西支部・西日本文部合同香川県大会で講演し，以布利磯層
　（高位段丘堆積回）・中位段丘磯尼卜大方砂層（中位段丘構成層）および低位段丘磯層について説
明し，さらに以上の砂磯回はほとんど海成と考えられると述べた．
　その際甲藤は，中川らが以布利扉回とした地層は，その南側に分布する鮮新統の越層（甲藤，
1953)に属するという質問的意見を述べたが，中川・寺戸は再び両支部合同愛媛例会(1968)で，
前年の質問に答えると前回きして，以布利磯層が越層と異なる地層であり，高位段丘磯層に属する
と述べた．
　筆者らは，中筋川流域調査のさいに，本地域と関係深いこれらの海岸地帯を検討する機会を得た
ので，これらの２～３の問題について述べる1
　1.大方砂層について
　入野の大方商業高校の北東方に，採石のため良好な露崩が見られる．ここでは20m平蔓面を形
成しており，表面からめ１ｍまでは赤色化している砂層からなり，下部は約４ｍ（十）の砂層で，
明灰色でクロスラミナが発達している．
　また大商業高校の崖は（写真6,8),中川・寺戸(1968)の大方砂層のタイプとなっているが，
ここではグランドの下では赤色化した淘汰のよい細粒砂が２ｍ，この下部に５ｃｍ間隔のラミナが
よく発達し，平板状になり固結した明灰色の砂が３ｍ（十）みられる．北東方の崖でも同様である．
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　筆者らの観察によれば，このような砂丘の赤色化のおよびかた，粒度・淘汰度および産状等から
判断すれば，明らかに古砂丘である．
　なお大方砂層の南東方には県立公園のある入野新砂丘があり，標高の最高は１ｍである．
　2.古砂丘および平野黄色牒層について
　下田より平野へ行く途中の標高31mの地点付近には写真９のような露頭かおる.
，ここでは約30mの平坦面を形成している，全体の層は約5°で北方に傾斜している．
　露頭の中位に砂鉄が密集して真黒になった層（写真９のＣ）が西方より東方に厚くなり10～30cm
の厚さで変る．この砂鉄層は西に追うとなくなるが，この下位は大方地区の大方砂層である（写真
９のＤ）．
　これは西方（陸側）ほど赤色化かひどく東方（海岸側）ほど赤色化の程度が小となる．約５０ cm
赤色化か及んでいる．
　境界の砂鉄層は西方でなくなり，古砂丘を直接削った上に中位段丘磯層がのっている，
　砂鉄層は大方層より洗い出されたものであるが，このような例は福岡市の新宮付近の新宮古砂丘
でも観察される．
　本地区の古砂丘は，タイプの地区と少し異なり，下位のほうに５ｃｍの篠層を挾み，中位に4 cm
～15 cmの赤バンドと名づけた赤色化した砂が断続的に，しかも層準を少し異にしながら続いてい
る．また赤色化帯の明灰色の砂層中には，ところどころに有機質の２～３ｍｍの不規則な黒褐色の
ラミナが見られる．
　中位段丘磯層は，当域ではきわめて特異なものであり，下部の２ｍはよく整厄ﾄした層状の小篠岩
層と砂層の互層をなしている（写真９のＢ）．この磯岩はいわゆるbeach rock 状の特殊なもので，
磯はよく円磨されており，淘汰もよい．主として砂岩磯が多く泥岩磯もみられる．最上部の磯岩層
は１ｍで赤色化しており４～５ｃｍ大の磯で淘汰がよく，また円磨度も大きい（写真９のＡ）．
　平野部落では30m平坦而が続き，この北東方では写真７の露頭がある．このjLL部の磯層は１
ｍで赤色化しており，砂層を挾んでいる．磯は細磯～小磯である（写真７のＡ）．この下部80 cm は
細磯と小磯とか互層状になって成層している（写真７のＢ）．ところによってはマトリックスが地
下水などのためになくなって淘汰のよい小殊のみでガラガラになっている層岸もある．次の下部
30cmは磯層と泥層からなっている（写真７のＣ）．この下部の40 cmは黄色いマトリックスの磯層
かおり，篠径は最大３ｃｍである（写真７のＥ）．この黄色いマトリックスをもった磯屈を中川・
寺戸C1968)は平･野黄色篠層と呼んでいるが，これは平野北東の海蝕崖の露頭では，上部の１ｍの
赤色化した節層が約３ｍの厚さの赤色土で磯を上部に伴うものに相当する．この下部は中川・寺戸
の平･野黄色磯層で，黄色のマトリックスの磯層と褐色の砂層との互層である．
　黄色マトリックスをもった磯層は，満塩は窪川町の窪川高校下の崖において半クサリの篠からな
る層厚４ｍの中位段丘（高度約200 n!）でもみている．また，北部九州の八女市付近で見られる高
位段丘の吉田磯層（郷原ら, 1964 ；有明研究グループ1965)の一部も同様の黄色のマトリックス
をもっている.
　’これらの黄色のマトリックスは吸湿性をもった凝灰質の粘土であり，粘土鉱物は加水ハロサイト
ができている．中川らC1968)も加水ハロサイトを検出している.
　3.以布利磯層について
　以布利磯層は，甲藤が20万分之１高知県地質鉱産図(1960)で越層（唐浜層粕に属する鮮新統）
としている地層であるが，前述のように中川・寺戸は越層から識別し高位段丘磯層と考えた．
　筆者らは，清水港内の鹿島に見られる越層の基底牒岩や上位の化石を産する黄色砂層を連続して
72
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再検討した結果，清水一以布利間の以布利･峠付近（標高50～90 m)に分布する砂篠層は，今までど
おり越層であることを確認した（写真10～13).
　その論拠とするところを，下記に２～３述べる．高位段丘堆積物であるなら，マトリックスか赤
色化し，いわゆるクサリ磯であると思われるのに，せいぜい半クサリである．
　トンネル上方の県道で，砂回と牒沼の互層が見られるが（写莫13),高段位堆積物に，そのよう
な例はぽとんど知られていないようである．
　また旧県道の以布利峠より，以布利への下り坂になるあたりに，炭質物を含む灰青色のシルト甲
を挾むか，高位段丘篠層にはこのような例もほとんど知られていないようである．
　また磯の岩質・硬さおよび円磨度は，鹿島に露出Iする越層の基底磯岩とほとんど同じであること
などによる．
　　　　　　　　　　　　　　Ⅳ　堆積環境および地史
　ここではとくに，中筋眉・大方砂層の堆積環境について述べる．
　中筋層はＯｓ£ｒｅａ（ＣΓαｇ・がrea)gig sなどの貝化石を産出し他に内湾性の貝化石を産し，有
孔虫化石も産出する．また植物破片等を産することなどから，内湾的な環境下で堆積したといえる．
　ただし，現在の地形からみて，土佐湾から約20 kmくらいの所にあり，きわめて嫌気的な環境で
生物も棲息できなかったのではないかという疑いもおこるが，当時の下末吉海侵の最大は50～60m
の海水準上昇があったと言われているので，現在では土佐湾側（東側）と宿毛湾側（西側）とを分
ける地点の最高標高は58mであるが，その後の地政変動の影響などを除くと，当時の分岐点は低
く海水面下にあり，海水は宿毛湾と土佐湾を通って流通し一一種の海峡状になり足摺のほうは島状に
なっていたとするならば，化石群や堆積相の矛盾はおこらないといえよう．
　この頃戸内付近はこの海峡に近い淡水域で堆祓し，植物破片も流入した．またこの頃は平野付近
や入野付近は海岸に近い所で砂丘を形成していた（大方砂眉）．
　この後に海退かおこり，中筋層の上には中位段丘欄層（河成？）ができ，平野付近では古砂丘
から洗い出した砂鉄を濃集し，この上に当時海岸ではbe放心h rock 状のものを形成した．この
beach rock 状のものを形成する環境はかなり長く続いた．この頃平野付近では海岸にかなり近い
所に火山灰質のものが降ってきたか，あるいは川にようて迎ぱれてきて円磯のマトリックスとなっ
た．入野の方では砂丘の上に何も堆積しなかった．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ　　対　　　比
　本地域の各地区に分布する中筋層は，中位段丘を構成している．中筋層の下部は亜角磯状の篠層
であり，ある場合には古崖錐のこともある．中部は一部に貝化石・有孔虫化石を産出する海成層で
あり，一部は植物破片・炭質物を産する陸成層である．
　さらに東方では，一部に大方砂層を形成している海岸近くの風成層である．
　中位段丘堆積層は粗→細→粗のサイクルを示し，貝化石などを産する中筋層は中九州の長洲層
（郷原ら, 1964；古川・満塩, 1965;有明海研究グループ, 1965),北九州では首藤(1962)の正津
(1)花粉分析は，高知大学文理学部中村純教授に依頼中であるが，現在までに判明していることは次の通り
である。
　木木花粉としてPijiｕｓ, 　Abieｓ, Ｋｅtｅｌｅｅｒｉｏｉ･Ｐｓｅｉｉｄｏtｓｕｇａ, 　Ｔｓiiga, Ｐｓｅｕｄｏｌａｒiエ, Ｐtｃｅａ， Ｆａｇｉtｓ,
Ｑにｒｃｔｔｓ， Ｃａｒｐｉｍ｡ｓ， Ａｌｎｕｓ，Ｕ陥lｕｓ, Liｑｕid。ｎｂａｒ, 　Ｃａｒｙａ， 　Ｊｕｇｌａｎｓ, Ｓｙｎゆｌｏｃｏｓ, Ｎさ･ｓｓａ,　Tilia,
μａなどが検出され，鮮新世またはそれ以前の堆弘物であると考えられる。
　　　　　　　　　高知県西南部の中位段丘丿舒il旧　　　　　（甲藤・満塩）　　　　　　　　　　7ろ
　　　　　　　　一一一一一一　-
ｹ浜泥層，大分では岡泥層（首藤, 1962),宇部では亀山(1968)の琴崎層に対比される．
　したがって，当域の中筋筒は関東の下末吉層に対比されるだろう．
　ただし中筋層は分布高度が低すぎるので，いわゆるＭ一海侵に相当する地層に対比されるのでは
ないかという疑問が残っている．
　大方砂層は福岡市の新宮海岸からゴルフ場付近にかけて分布する新宮古砂丘に対比され，下関市
北方の綾羅木・安岡付近の表面の赤色化した古砂丘（亀山, 1968の梶栗砂層），北九州若松区西部
の脇田・安屋付近に一部見られる古砂丘（亀山の早開砂層），郷原ら(1964)の玄界砂丘，この続
きの遠賀郡岡垣町の古砂丘（古川ら, 1968)に対比される．
　中位段丘篠層（戸内層）は高知市の大谷層に対比され，また郷原ら(1964)の長洲・玉名地区に
おける中位段丘下位牒窟，古川ら(1965)の赤田沼に対比できる．
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図版
　１
高知大学学術研究報告　　第17巻　　自然科学　　第６号
　　　　　　　　　写　真　説　明
Ｉ
竹石の中位段丘堆積眉
　Ｈ：戸内層（中位段丘政層），Ｎ：中筋層（海成洪積層）｀
２。戸内の中位段丘堆積顧
　　　Ｈ：戸内層，Ｎ：中筋顧
３．泉ノ川の戸内層
４．荒川の戸内層（Ｂは基盤岩類）
５．上ノ土居の中筋層
図版　n
　6.大方商業高校のカッティングに露出するパラレルラミナの発達した古砂丘（大方砂層）
　７．平野の平野黄色磯節（Ｇは基盤岩類）
　　　　Ａは赤色化した部分，Ｅは黄色いマトリックスをもつ磯層，その他本文参照
　８．大方商業高校東側のカッティングに露出する古砂丘（大方砂層）
　　　　Ａは赤色化した部分
　９．下田一平野間のカッティング（Ａ～Ｃは中位段丘miE, Dは古砂丘）
　　　　Ａは赤色化した部分，Ｃは砂鉄層，その他本文参照
図版　Ⅲ
　10.土佐清水市越の越眉（県交通バス会社屋上より南を望む．写真の住宅街の大部分は都市計画で越層の
　　　除去された場所にあたる．Ｋは越丿吼背後の山地は基盤岩類）
　11.同上越咽の近接写真（表面の模様は，主に切り取りの際の擦痕）
　12.清水港内，鹿島に露出する越層の基底礎岩
　13.以布利峠付近（標高80m）の牒岩と砂岩の互層する越層
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